













































































































































































サーリウェーデ� ヘンドウオパー� トン パ シ ロ �
バター�
1.神座、祭場の設置、焼天香。�
2.麗江の東巴を迎える儀式。�
1日目（4月2日）�
1.口舌是非鬼を退却させ、凶死鬼を祭る儀式。�
2.穢鬼祭祀と除穢の大規模儀式。�
2日目（4月3日）�
1.署神（自然神）の大規模祭祀儀式。�
2.楊家祖先神の招来と祭祀儀式。�
3.戦神の祭祀儀式。　　4.星神の祭祀儀式。�
3日目（4月4日）�
1.「祭風」儀式。�
2.雷神、稲妻神の祭祀儀式。�
4日目（4月5日）�
1.「加威霊」儀式。　　2.大型「焼天香」儀式。�
3.華神など大神を招来、福を賜る、「求寿」儀式。�
4.家畜神の祭祀儀式。�
5日目（4月6日）�
1.山神の祭祀儀式。�
2.三朶神（地域神）の祭祀儀式。�
3.祭天儀式。�
4.「送龍神」儀式。�
5.家神の祭祀儀式。�
6日目（4月7日）�
コウシャーシーフェイ�
シュ�
サン ド�
※2
※3
20
3ヶ月の乳飲み子から、最高齢は73歳の老婆まで、みな一
番よい服を着て、お祭りの日のようであった。小学生は、
先生に引率されて見物にやってきた。�
　儀式を執行している側には「人に見せるため」という
意識は少しもなかった。東巴たちはただ敬虔な信仰心か
ら、抑揚を付け、間をおき、調子を変えては経文を読み、
あたかも酔いしれたように、熱に浮かされたように踊っ
た。見ているものたちはこれに歓声をあげ、我を忘れた
ように興奮の中に身をおいた。こうした姿は感動するに
十分であった。�
　また神霊への人々の畏敬の念を示すものとして、次の
ようなことがあげられる。華神祭祀に用いる2本の柏の木
は、切り倒したのち、牛に引かせたりトラクターで運ん
だりせず、5キロの道のりを人々が一歩一歩かついで来た。
私は美しく描かれた木牌を記念に持ち帰りたいと願った
が、使用した木牌は、3枚を特定の人に送り、残りはすべ
て焼却するのが神の意であるとのこと、あきらめざるを
得なかった。署神は精進料理しか食べなかったとの記載
にもとづき、署神祭祀の日は、全村で1人の例外もなく、
肉食をしなかった。星神の祭祀は、ある最も明るい星が
一定の位置に来たときに始めることになっており、みな
夜中の12時半までひたすらその時を待った。戦神の祭祀
時には女性は避けるよう求められ、楊玉華の母親と妻で
さえ台所に身を隠した。私とて、この儀式を組織したに
もかかわらず、何の特権も持ち合わせなかった。この特
定の場所、特定の時間において、神霊の意向は何よりも
崇高なものであり、こうしてその場の空気はより神聖に
なっていくのである。�
　我々はこの上ない崇敬の念を抱いて神の意志に従った。
神もこれに感動したのか、数日前まで雨の降り続いてい
た署明片は、儀式の前日から連日晴れ渡った。4日の儀式
のとき、東巴経の言い方として、儀式が霊験あらたかか
否かは雨が降るかどうかによると言っていたところ、雲
ひとつない青空から突然一陣の小雨が降ったのである。�
�
　今回、私、夏を代表とする神奈川大学COE、張福龍、
和力民両氏を代表とする麗江市東巴文化研究院、撮影技
師の任春生氏を代表とする中国社会科学院民族文学研究
所の三者が密に協力し合ったことにより、本来の姿の「求
寿」儀式に対する多角的調査が実施され、大きな成功を
収めることができた。調査期間中は予想以上にきつく忙
しかったが、充実した意義深い日々であり、生涯忘れら
れぬものとなった。今、目を閉じると、耳が聞こえなく
なるほどの銅鑼の音が耳元に響き、神名を賜り喜ぶ東巴
たちの幸せな笑顔が目に浮かぶ。そして署明片の満天の
星空が思い出される。北京と麗江の専門家たちもみな、
今回の儀式は納西族のこの半世紀近くにおいて最も意義
のあるもので、東巴たち、とりわけ若い東巴たちにめっ
たにない実践的鍛錬の機会を与えたと同時に、東巴文化
を当地および麗江地区全体において、さらに広く深く普
及させ、伝承させたと評価している。人類学、民族学、
民俗学、社会学の角度から見ても、そこに含まれる「黄
金」の量は非常に多い。我々は資料の整理、研究などを
引き続き行い、非文字資料の体系化方面から人類の文化
研究に更なる貢献をしたいと願っている。�
※1：仏教、道教、キリスト教、イスラム教など人（教主）の�
　　　創始した宗教をいう。�
※2：言葉や行為の行き違いから発生する鬼。�
※3：自然の風に対する祭祀，及び正常な死亡ではない者の魂�
　　　は風鬼に変わり、祟るので、これを祭祀する儀式。�
「加威霊」儀式において、�
「神米」が撒かれるのをじっと待つ東巴たち。�
「加威霊」儀式の東巴舞。後方は見物に来た村人、子どもたち。�
写真1
写真2
